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２０２４年度４月入学 

大学院社会科学研究科 

修士課程 推薦入学試験要項 
 

１． 募集区分および募集人員 

社会科学研究科では、以下３つの区分により修士課程の推薦入試を実施します。募集人員は各区分

ごとに若干名となります。 
 

学内推薦 

 早稲田大学の正規学生に対して開かれた推薦入試制度です。 

 ひとつの研究指導につき、受入は 1名のみに制限されます。 

 出願には、社会科学総合学術院の専任教員、兼担教員、あるいは非常勤講師からの推薦書が必

要です。 

 

社会科学部長推薦 

 GPA 3.20 以上の社会科学部生を対象とする推薦入試制度です。 

 各研究指導における募集人数の制限はありません。 

 出願には、社会科学部教務主任との面談を経て、「社会科学部長による推薦書」が必要です。 

 

学部修士５年一貫推薦 

 3 年卒業の適用判定を受けた社会科学部生を対象とする推薦入試制度です。 

 各研究指導における募集人数の制限はありません。 

 出願には、社会科学部教務主任との面談を経て、「社会科学部長による推薦書」が必要です。 

 

（備考） 

 出願時にいずれかひとつの区分を選択してください。複数の区分に併願することはできません。 

 出願資格や選考プロセス等の詳細は、本入試要項にて別途定めます。 

 

２． 募集研究指導 

2024 年度に修士課程において新入生募集予定のすべての研究指導を募集対象とします。 

（募集研究指導一覧）https://www.waseda.jp/fsss/gsss/applicants/research-content/ 

 

３． 奨学金 

（１）長谷川茂奨学金 

社会科学部生で、「社会科学部長推薦」、「学部修士５年一貫推薦」および「学内推薦入試」に出

願する者は、本奨学金に申請することが可能です。書類提出等に基づく総合評価により、原則として

２名を長谷川茂奨学金の受給者として推薦予定です。本申請は推薦入試の選考結果には影響しません。 

*社会科学研究科の給付型奨学金。年額５０万円給付。 

*入学前に給付が内定。修士課程の標準修業年限まで継続（継続判定あり）。 

*申請には家計状況を証明する書類提出が必要（「７．提出書類等」参照）。 

 

（２）大隈記念奨学金 

「学内推薦入試（社会科学部学部生から志願者のみ対象）」「社会科学部長推薦」「学部修士５年

一貫推薦」による合格者の中から、書類選考における総合評価により、原則として１名を大隈記念奨

学金の受給者として推薦予定です。 

*早稲田大学の給付型奨学金。年額４０万円給付。予算の制約等により奨学金枠の割当が無い年もあり得ます。 
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４． 出願資格 
 

学内推薦 

次の要件をすべて満たす者 

① 早稲田大学に正規学生として在学中で、2024 年 3月 31 日までに卒業見込の者。 

② 社会科学総合学術院の専任教員、兼担教員、もしくは非常勤講師１名が記した推薦書によっ

て推薦された者。ただし推薦入学試験への出願は１回限りとする。 

※ 推薦者（教員）１名につき被推薦者１名とします。 

※ 本区分による募集人員は各研究指導につき１名とします。 

 

社会科学部長推薦 

次の要件をすべて満たす者 

① 社会科学部に正規学生として在学中で、2024 年 3月 31 日までに卒業見込の者。 

② 当研究科修士課程への進学に強い意欲を有する者。 

③ 出願前の最終学期までの GPA が 3.20 以上の者。 

 

学部修士５年一貫推薦 

次の要件をすべて満たす者 

① 社会科学部に正規学生として在学中で、2024 年 3月 31 日までに卒業見込の者。 

② 社会科学部 3 年卒業、または 3 年半卒業の適用判定を受け、当研究科修士課程への進学に強

い意欲を有する者。ただし、3 年半卒業は、社会科学部英語学位プログラムに在籍する正規

学生に限る。 

③ 出願前の最終学期までの GPA が 3.20 以上の者。 

 

なお、募集区分にかかわらず、以下いずれかに該当する場合は入学資格を取り消します。 
ⅰ）2024 年 3月までに卒業不可となった場合 
ⅱ）在学中に不正行為等があり、当研究科入学にふさわしくないと判断した場合 

 

５． 推薦書作成依頼期間 

2023 年 5 月 8 日(月)～5 月 26 日(金) 
 

学内推薦 

社会科学総合学術院の専任教員、兼担教員、もしくは非常勤講師１名に、ご自身で推薦書の作成

を依頼してください。 

 

社会科学部長推薦  学部修士５年一貫推薦 

次の書類を用意して上記期間内に社会科学部教務主任（教務担当）に面談を申込み、「社会科学

部長による推薦書」を取得してください。下記書類の提出や面談については、社会科学部教務主

任の指示に従ってください。 

① 入学志願票（コピーでも可） 

② 研究計画書（2000 字程度） 

③ MyWaseda の「成績照会画面」・「単位修得状況の照会画面」を印刷したもの 

※ 出願前最終学期までの成績と GPA が確認できるもの 

④ ３年卒業適用判定通知（学部修士５年一貫推薦のみ。メールのコピーでも可。） 

 

６． 出願期間 

2023 年 5 月 29 日(月)～6 月 5 日(月) 
郵送もしくは持参（メールで事前に日時を連絡すること）にて出願書類を提出してください。

出願締切日消印有効とします。 

 

（提出先） 

〒169-8050 東京都新宿区西早稲田 1-6-1 

早稲田大学社会科学総合学術院事務所入試係 大学院推薦入試担当 宛 
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７． 提出書類等 

「★」のついた提出書類には、当研究科所定の様式がありますので、当研究科 Web サイトからダウ

ンロードしてご利用ください。 

 

(1) ★入学志願票（カラー写真 2枚） 

 記入は、自筆、タイピングどちらでも可とします。所定様式の改変は認めません。 

 縦 4cm×横 3cm の証明写真 2 枚を貼付してください。出願前 3 ケ月以内に撮影したカラー写

真（上半身・正面・無帽・無背景・枠なし）のみ可とします。提出された写真は、試験当日

の本人確認や、入学後の学生証の写真として使用します。スナップ写真等の不鮮明な写真や、

眼鏡の有無・髪型・マフラー等により個人の判別・本人確認が困難な写真は受け付けません。

また、学内諸手続における本人確認、および学内の各種 Web サービス等に本人情報として登

録しますので、あらかじめご了承ください。 

 「学部修士５年一貫推薦」の募集区分に限り、志望する研究指導を第二志望まで記入するこ

とができます。 

 

(2) ★研究計画書（2,000 字程度）１部 

 必ず所定の研究計画書表紙を添付してください。 

 「学部修士５年一貫推薦」の募集区分では、第一志望の研究指導を前提として作成してくだ

さい。 

 

(3) 卒業見込証明書 原本１通 

 

(4) 成績証明書 原本１通 

 

(5) GPA 証明書 原本１通 

 

(6) ★推薦書 原本１通 

 

(7) 社会科学部在籍で長谷川茂奨学金に応募する場合のみ下記書類（「３．奨学金」 参照） 

 申請書（社会科学研究科事務所に請求すること） 

 学費負担者ならびに学生本人と生計を一にする方全員の 2022 年度の所得を示す公的書類 

 
 

学内推薦 

 社会科学総合学術院の専任教員あるいは兼担教員、非常勤講師が記したもの。ただし、推薦

依頼は学生１名につき教員１名にのみ依頼可。教員２名以上への推薦依頼は不可。 

 

社会科学部長推薦  学部修士５年一貫推薦 

 「４．推薦書作成依頼期間」に記載のとおり、「社会科学部長による推薦書」をあらかじめ

取得してください。 

 

８． 入学検定料 

25,000 円（納入期間：2023 年 5 月 22 日（月）～2023 年 6 月 5 日（月）） 
 入学検定料は最寄りのコンビニエンスストアで支払ってください。 

 コンビニエンスストアでの支払いに際しては、事前にパソコンもしくは携帯電話からインタ

ーネット上の「入学検定料コンビニ支払いサイト」（http://e-shiharai.net/）にアクセスをし

て所定の申込手続を完了させる必要があります。 

 支払い終了後、『入学検定料・選考料取扱明細書』の「収納証明書」部分を切り取り、『入

学志願票』の所定欄に貼り付けて提出してください。詳細は６ページに掲載の「コンビニエ

ンスストアでの入学検定料払込方法」を確認してください。 

 支払いは、土日・祝日を問わず、24 時間いつでも可能です。ただし、納入期間最終日の「ウ

ェブサイトでの申込」は 23：00 まで、コンビニエンスストア店頭での支払手続は 23:30 まで

となりますので注意してください。 

 家族・知人が代理で手続をする場合でも、必ず志願者本人の情報を入力するようにしてくだ

さい。 
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 コンビニエンスストアでの支払いが困難な方は、事前に当研究科まで連絡してください。 

 

９． 受験票の発送 

入学検定料を納入し、出願書類をすべて提出して、出願が受理された志願者に対し、志願票に

記載された住所宛に受験票を郵送します。不備等がある場合、解消されるまでは出願を受理せ

ず、受験票を送付しませんので、注意してください。受験票は、入学後、学生証の交付の際に

必要となりますので、大切に保管してください。 

 

１０． 選考方法 

書類審査および面接 

※ 面接は、「学内推薦」の志願者のうち、推薦者と入学希望研究指導教員が異なる場合の

み実施します。「社会科学部長推薦」および「学部修士５年一貫推薦」においては面接

を行いません。 

 

１１． 面接試験日 

2023 年 6 月 7 日（水）～6 月 23 日（金）の期間内に実施 

出願締切後、面接実施対象者には e-mail で連絡しますので、定期的にメールを確認してくださ

い。面接日時が確定したら、受験票発送時に個々の志願者へ集合日時・場所を通知します（本学

の授業と面接時刻が重複しないよう配慮します）。面接会場は早稲田キャンパスを予定していま

すが、状況によりオンラインによる遠隔面接を実施する場合もあります。面接会場へは受験票と

学生証を持参してください。 

 

１２． 合格者発表 

    2023 年 7 月 12 日(水)  志願票記載の住所宛に合格者受験番号表を発送します。 

 

１３． 入学手続書類の交付 

    2024 年 2 月中旬～下旬予定 

 

１４． 入学手続 

2024 年 3 月 1 日(金)～3 月 8 日(金) 
所定の期間内に入学手続料（学費・諸会費）の納入と入学手続書類提出の両方を完了することに

より、入学手続が完了します。詳細は、合格者発表時に合格者へ送付する「修士課程推薦入学試

験合格者入学手続について」、ならびに入学手続書類交付時に同封する「入学手続の手引き」に

てご確認ください。 

 

入学手続書類郵送期間：2024 年 3 月 1 日（金）～3 月 8 日（金）締切日当日消印有効 
学 費 等 振 込 期 間：2024 年 3 月 1 日（金）～3 月 8 日（金） 

 

○入学手続書類の提出はすべて郵送によるものとします。（社会科学総合学術院事務所に入学

手続書類を直接持参されても受け取ることはできません。） 

 

入学手続に必要な書類等 

入学手続書類 備考 

当研究科が交付する書類 a.WEB 入学手続システム ユーザーＩＤ通知 

b.研究倫理に関する誓約書 

c.預金口座振替依頼書・自動払込利用申込書  

d.その他 

早稲田大学の卒業証明書 

および成績証明書 

全員が提出してください。 

住民票  所定事項（氏名・性別・生年月日・住所）がすべて記載された

入学予定者本人の「住民票」を提出してください。 

 個人番号（マイナンバー）の記載された住民票は提出しないで

ください。 
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 入学手続書類提出の３カ月以内に発行されたものを有効とし

ます。 

 

外国籍の方へ 

 外国籍の方は、「国籍」・「在留資格」・「在留期間」・「在

留期間満了日」・「在留カード等番号」まで記載された住民票

を提出してください。お住まいの市区町村によっては、請求を

しない限りこれらの事項が省略されてしまうことがあります

ので、ご注意ください。 

 外国籍の方の場合も個人番号（マイナンバー）は不要ですので、

表記されないようにしてください。 

 日本に９０日以上在留する外国人は、居住地域の区役所等で住

民登録をすることが義務付けられています。来日後、速やかに

住民登録を行ってください。 

 

 

 

１５． 入学手続に必要な学費等 

 

入学金・学費・諸会費（2023 年度入学者（ご参考）） 

〔修士課程〕 

年

度 
納入期 入学金 

学費 
諸会費 

合計 学会費 学生健康増

進互助会費 授業料 演習料 入会金 年会費 

初

年

度 

入学時 

(春学期) 
200,000 312,000 1,500 1,000 500 1,500 516,500 

秋学期 --- 312,000 1,500 --- 500 1,500 315,500 

計 200,000 624,000 3,000 1,000 1,000 3,000 832,000 

第

二

年

度 

春学期 --- 412,000 1,500 --- 500 1,500 415,500 

秋学期 --- 412,000 1,500 --- 500 1,500 415,500 

計 
--- 824,000 3,000 --- 1,000 3,000 831,000 

（単位:円） 

 

（注 意） 

１． 当学の学部、大学院、専攻科の卒業、修了または退学者が再度入学する場合、入学金が免除され

ます。 

２． 当学社会科学部卒業生、社会科学研究科科目等履修生から引き続き入学する者は、学会入会金は

不要です。 

３． 入学金・学費・諸会費は改定する場合があります。 

４．一度提出した書類および納入した入学金・学費・諸会費（入学時）は、原則として返還しません。

ただし、やむを得ない事情により入学を辞退する場合には、学費・諸会費（入学時）のみ返還の

対象となります。手続方法等、詳細については、合格者に送付される「入学手続の手引き」を参

照してください。 
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１６． 諸注意 
 出願書類および入学検定料の返還について 

 一度受理した書類およびお支払いいただいた入学検定料は原則として、返還いたしません。ただし、下記の

ケースに該当する場合には、入学検定料に限り全額または超過分を返還いたします。該当する方は当研究科

までご連絡ください。なお、返還に伴い発生する手数料等は志願者の負担となります。 

2. 入学検定料を所定額より多く支払った 

3. 入学検定料を支払ったが、出願書類は提出しなかった 

4. 入学検定料を支払ったが、出願締切後に出願書類を提出した 

5. 入学検定料を支払い、出願書類を提出したが、出願書類の不備や出願資格を満たしていない等の理由に

より、出願が受理されなかった 

   

 個人情報の取り扱いについて 

 当学では、志願時に収集した個人情報（住所・氏名・生年月日等）を、入学試験実施、合格者発表、入学手

続およびこれに附随する業務のために利用します。その際、当該個人情報の漏洩・流出・不正利用等がない

よう、必要かつ適切な管理を行います。また、上記業務の全部又は一部を委託する場合があります。その場

合、委託先に対し、契約等により、必要かつ適切な管理を義務付けます。なお、個人が特定されないように

統計処理した個人情報を、大学における入学者選抜のための調査・研究の資料として利用します。あらかじ

めご了承ください。また、当学では、入学試験の円滑な実施と入学手続の必要上、戸籍上の性別情報を収集

しています。当学では性別情報収集を合理的理由があると判断される必要最小限に留め行っております。
https://www.waseda.jp/inst/diversity/support/sexual-minority/ 
 

 身体機能の障がいや疾病等により、受験・就学に際して配慮を必要とする場合は、出願に先立ち、当研究科

入試係まで問い合わせてください。また、大きな病気やけがのため、受験に支障をきたす恐れがある場合、

あるいは出願後にそのような状態になった場合でも、速やかに問い合わせてください。 

 

 不正行為について 

 この「入学試験要項」では、携帯電話・スマートフォン・タブレット・ＰＨＳ・スマートウォッチ等の通信機

能を持った機器をすべて含めて「携帯電話等」と表記しています。 

 早稲田大学では、入学試験を厳正に実施し、すべての受験者が公平・公正に受験できるよう、以下の注意事項

を定めています。当学入学試験の受験に際しては、この注意事項を熟読のうえ、真剣な態度で試験に臨んでく

ださい。  

1. 出願の際に当学に提出した書類・資料、提供した情報等に偽造・虚偽記載・剽窃等があった場合は、不

正行為となることがあります。 

2. 次のことをすると不正行為となることがあります。 

① カンニングをすること（試験時間中にカンニングペーパー・参考書等を隠し持つ・使用する、他の

受験者の答案等を見る、他の人から答えを教わるなど）。 

② 試験時間中に、答えを教えるなど他の受験者を利するような行為をすること。 

③ 試験時間中に携帯電話等を身に付けること、使用すること。  

④ 試験時間中に携帯電話等や時計の音（着信・アラーム・振動音など）を鳴らすこと。 

⑤ 試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。 

⑥ 試験場において試験監督員等の指示に従わないこと。  

⑦ 志願者以外の者が志願者本人になりすまして試験を受けること。 

⑧ その他、試験の公平性を損なう行為をすること。 

3. 不正行為の疑いがある場合、次のような対応をとることがあります。 

・ 試験監督員等が注意をする、または事情を聴くこと。 

・ 別室での受験を求めること。 

4. 不正行為と認められた場合、次のような対応をとることがあります。  

・ 当該年度における当学のすべての入学試験の受験を認めないこと（入学検定料は返還しない）。 

・ 当該年度における当学のすべての入学試験の結果を無効とすること。 

 

 不可抗力による事故等について 

 台風、地震、洪水、津波等の自然災害または火災、停電、その他不可抗力による事故等や交通機関の乱れが

発生した場合、試験開始時刻の繰下げ、試験の延期等の対応措置をとることがあります。ただし、それに伴

う受験者の不便、費用、その他の個人的損害については何ら責任を負いません。 

 
 感染症 

 学校保健安全法で出席の停止が定められている感染症（新型コロナウイルス感染症、インフルエンザ、麻疹、

風疹等）に罹患し治癒していない場合、他の受験生や監督員等への感染の恐れがあるため、受験をご遠慮く

ださい。また受験をご遠慮するなどで欠席した場合でも、本学が特別な対応を公表した場合を除いて、追試

験の実施や入学検定料の返還は行いません 
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【問い合わせ先】 

早稲田大学社会科学総合学術院入試係 

〒169-8050 
東京都新宿区西早稲田１－６－１ 

早稲田キャンパス１４号館３階 

電話: 03-5286-3804 
FAX：03-3204-8962 
問い合わせ対応時間 月～金 9:00-17:00 
e-mail: admissions-socs@list.waseda.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

以  上 


